
作品の選考スケジュールおよびとりまとめ方法について 
 

１．選考スケジュール 

 クラブからの応募作品の選考スケジュールは、下記のとおりです。 

各都道府県の皆様には、こどもエコクラブの地域事務局としてご登録いただき、年始のお忙しいところ恐れ入ります

が、ご協力の程、宜しくお願い申し上げます。 

 

［壁新聞部門と絵日記部門の応募の流れ］ ※デジタル部門は全国事務局で受付・審査いたします。 

★今年度はスケジュールの都合上、都道府県事務局へ直接お送りいただくようにご案内しております。 

 

●都道府県事務局へ提出からの流れ（壁新聞・絵日記） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
※壁新聞・絵日記作品の画像での提出は1月9日（金）締切で、こどもエコクラブ全国事務局まで送付。 

全国事務局は、各地域事務局の締切日までに、提出されたデータを当該地域事務局に送付する。 

それ以降は、紙媒体と同様の手続きとする。 

 

 

●デジタル部門の提出からの流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

デジタル部門の応募、それ以外の部門の作品のデータでの提出の場合は 

、j-ecoclub@jeas.or.jpまでお送りください。 

 

 

別添１ 

全 

国 

事 

務 

局 

1月 9日（金）必着 

 
作品及び応募用紙 

受賞・選抜クラブ等へメールおよび文書にて全国フェスティバル参加案内連絡 

 

都
道
府
県
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー 

1月 16日（金）必着 

 

選考会後 

受賞・選抜クラブ等 

決定の連絡 

とりまとめた全作品・ 

応募用紙及び推薦用紙 

こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
・ 

団
体 

 

1月 16日（金）全国事務局必着 

 

作品データ及び応募用紙 

地
域
事
務
局 

全
国
事
務
局 

◆選考委員会後 

受賞決定の連絡 

受賞クラブへ全国フェスティバル参加案内連絡 

 

地域事務局にデータ共有 

 

こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
・ 

団
体 

mailto:j-ecoclub@jeas.or.jp


２．とりまとめ方法について 今年度は、市区町村を介さず、都道府県事務局へ作品を送付することになりました。 

 

【都道府県コーディネーター】 

① 管下市区町村内に応募作品が残っていないかをご確認ください。 

② 応募された作品に、各応募用紙が添付されているかをご確認ください。依頼文書での「受付時の留意点」もご

確認ください。 

③ 推薦用紙（別添２）に都道府県名及び作品応募総数をご記入ください。 

④ 都道府県に届いた作品の中から、推薦する壁新聞を３枚・絵日記３枚を選び、推薦用紙に壁新聞の場合は

推薦クラブ名および団体名、市区町村名および推薦理由を、絵日記の場合は推薦メンバー名、所属クラブ名

または団体名、市区町村名、推薦理由等をご記入ください。総数が３枚以下の場合は推薦用紙は不要です。 

 ⑤応募されたすべての作品および応募用紙、および（別添２）推薦用紙，（別添３）応募状況総括表を全国事務局

に1月16日（金）までに到着するよう送付してください。 

※推薦する作品を、それぞれの部門の一番上にして送付してください。 

 

３．自治体での推薦作品選考について 

全国事務局で開催する選考会では、選考基準を下記の通り設けております。自治体での選考の際にご参照くだ

さい。模造紙・Ａ２・データとも同じ基準でご審査ください。 

※Ａ２・データの作品を推薦いただいても結構です。また、1クラブおよび1メンバーから複数の作品の応募があった

場合、1枚1作品として選考願います。 

 

 ■壁新聞  

○独創性 
活動内容やメンバー同士のつながりにクラブのオリジナリティが感じられる

か、子どもたちならではのアイディアが見えるか 

○発展性 活動がさらに発展・展開していく要素があるか 

○アピール力 
活動やクラブの様子が生き生きと伝わってくるか 

環境活動の大切さ・楽しさをアピールできているか 

○地域との密着度 
その地域ならではの活動を実施しているか 

地域を巻き込むパワーが感じられるか 

  
■絵日記 

○独創性 子どもならではの個性や感性が見えるか 

○発展性 今後、活動を発展・展開させていく要素があるか 

○アピール力 活動の様子や子ども自身の想いが伝わってくるか 

○地域との密着度 地域ならではの活動を実施しているか 

 

※デジタル部門の推薦は不要です。 

 

 

 

 

お忙しいところ恐縮ですが、締切厳守でお願いします。 


